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予
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算
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成
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基
本
的
な
考
え
方

　
平
成
29
年
度
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
シ
ン
ボ
ル「
市
役
所
庁
舎
」が
完
成
し

ま
す
。高
萩
市
が
、新
た
な
飛
躍
を
遂
げ
る

た
め
の
準
備
の
年
と
位
置
付
け
、真
の
復
興
に

向
け
た
施
策
と
共
に
、高
萩
市
創
生
に
向
け

た
施
策
の
推
進
に
重
点
を
お
い
た
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。

　
施
策
の
柱
と
な
る
最
優
先
事
業
は
、「
定

住
・
移
住
人
口
の
確
保
」と「
少
子
化
対
策
」

の
２
つ
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。若
者
の
Ｕ

タ
ー
ン
に
対
す
る
支
援
策
や
三
世
代
・
多
子

世
帯
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
新
た

な
取
り
組
み
と
共
に
、出
会
い
〜
結
婚
〜
妊

娠
・
出
産
〜
子
育
て
の
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
毎
の

支
援
策
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、優
先
事
業
に
は
、「
安
全
な
街
づ
く

り
」・「
安
心
な
街
づ
く
り
」・「
活
力
あ
る

街
づ
く
り
」に
か
か
る
各
種
事
業
を
位
置
付

け
、着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
施
策
の
重

点
化
や
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、行
政
と
市

民
、企
業
、さ
ら
に
は
国
・
県
及
び
周
辺
自
治

体
と
協
力
・
連
携
に
よ
り
、「（
ま
ち
の
安

全
・
ひ
と
の
安
心
・
し
ご
と
の
活
力
）快
適
生

活
都
市

　高
萩
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　過去最大規模となる平成２９年度の予算が、第１回市議会定例会において審議され、一般
会計をはじめ、特別会計、企業会計を含めすべての予算が可決されました。
　今月号では、予算概要や主要事業についてお知らせします。

※金額などは、表示単位未満を四捨五入しています。

一般会計 131億4，500万円
（前年度比　2億3，500万円増　１．８％増）

　平成29年度一般会計の予算規模は、131億4,500万円で市政施行後最大となりました。
　歳入では、主に地方交付税3億2,329万円の増や、国庫支出金1億3,457万円の増などがあげられます。
　一方、歳出では、２７年度から継続する市役所新庁舎建設により、災害復旧事業費5億3,422万円の増があげられます。

市の基礎的な行政サービスを
行うための会計。市税や地方交
付税などを主な財源とし、市の
会計の中心となるものです。

特別会計 65億7,430万円（▲2.1％） 特定の事業を行うため、特定の収入・支出をもって行う会計。一般会計
とは経理を別にしており、高萩市では４つの特別会計を設けています。

予 算
総 額

市税
38億9,654万円　29.6%
市民税や固定資産税など

繰入金
7億5,503万円　5.7%
基金の取り崩し

使用料・手数料　3億1,403万円　2.4%
公共施設使用料や証明交付手数料

民生費
42億8,388万円　32.6%
 高齢者、障害者、児童の
  福祉などの費用

公債費　17億1,752万円　13.1%
国や金融機関からの借入金（市債）返済の費用

教育費　10億3,893万円　7.9%
小・中学校、幼稚園の管理や、
生涯学習・文化スポーツ振興などの費用

土木費　12億6,198万円　9.6%
道路・公園の整備費や公営住宅の
維持管理などの費用

総務費　12億5,964万円　9.6%
人件費や情報化推進など市運営全般の費用

衛生費　8億6,980万円　6.6%
健診や予防接種、ごみ処理などの費用

消防費　7億3,737万円　5.6%
消防・救急活動、防災対策などの費用

災害復旧費　11億8,592万円　9.0%
災害に伴う施設復旧などの費用

農林水産業費　3億1,742万円　2.4%
農業林業振興などの費用

商工費　2億4,424万円　1.9%
商工業・観光振興などの費用

議会費　1億7,830万円　1.3%
議会運営のための費用

予備費　5,000万円　0.4%

繰越金　2億円　1.5%
前年度からの繰越金

諸収入　3億1,385万円　2.4%
貸付金の元利収入など

分担金・負担金　7,903万円　0.6%
保育料など

財産収入等　2,393万円　0.2%
市有地貸付金など

地方交付税　33億3,281万円　25.4%
市町村が等しく行政サービスを提供できるよう
一定の基準で国から交付されるもの

国庫支出金　16億1,938万円　12.3%
国からの補助金など

市債　11億8,220万円　9.0%
建設事業などを行うための国や
金融機関からの借入金

県支出金　7億8,300万円　6.0%
県からの補助金など

地方譲与税、交付金　6億4,520万円　4.9%
国が徴収した税金などからの分配金など

歳
入
歳
出

36億1,400万円
（前年度比▲５．４％）

保険医療課
☎23-2117

国民健康保険事業特別会計
国民健康保険加入者の
医療保険事業

3億2,400万円
（前年度比3.5％増）

保険医療課
☎23-2117

後期高齢者医療事業特別会計
75歳以上の高齢者などを
対象とする医療保険制度

企業会計 12億6,948万円（1.4％増） 事業の収益によって運営経費を賄う会計。地方公共団体が経営する企
業は地方公営企業とされ、高萩市では２つの企業会計を設けています。

9億364万円
（前年度比▲11.4％）

水道課
☎22-3642

水道事業
一般家庭などに水道水を
供給するための事業

3億6,584万円
（前年度比58.2％増）

水道課
☎22-3642

工業用水道事業
事業所に工業用水を
供給するための事業

26億2,600万円
（前年度比2.0％増）

高齢福祉課
☎22-0080

介護保険事業特別会計
・保険事業勘定
介護必要者が各種サービスを利用
するための保険事業

・介護サービス事業勘定
介護保険事業の予防重視型サービ
スのための事業

1,030万円
（前年度比10.8％増）

環境衛生課
☎23-7031

霊園事業特別会計
・秋山菖蒲霊園事業勘定
秋山菖蒲霊園の造成・管理を
行う会計

・高萩霊園事業勘定
高萩霊園を管理する会計

歳出の性質別内訳

人件費 25億3,039万円（19.2%） 市長、副市長、職員の給料や手当

区　分 金　額（構成比） 主な支出内容

扶助費 24億5,705万円（18.7%） 生活保護費や児童手当等の社会保障費

公債費 17億1,698万円（13.1%） 市債（借金）の元利償還金

投資的経費 18億1,288万円（13.8%） 道路・河川・公共施設の建設事業費

物件費 19億1,023万円（14.5%） 光熱水費、消耗品、備品、委託料

区　分 金　額（構成比） 主な支出内容

補助費等 7億899万円（  5.4%） 個人や団体に対する助成金や負担金

繰出金 15億5,259万円（11.8%） 特別会計に対して支出するお金

その他 4億5,589万円（  3.5%）

安全な街づくり

少子化対策

定住・移住人口の確保

安心な街づくり

活力ある街づくり

&

1 最優先事業

2 優先事業
明るい街並み（防犯灯ＬＥＤ化）推進事業
消防ポンプ自動車購入事業
交通安全施設整備事業
地域コミュニティ活性化事業経費　等

市民球場リニューアル記念事業経費
創業支援事業経費
道の駅構想事業経費
高萩スカウトフィールド支援経費
農産物特産品開発支援経費
山村活性化対策経費　等

新
新
新 新

新
新

三世代同居等世帯・多子世帯住宅
取得支援補助金
高萩創生奨学金返還支援補助金
移住・二地域居住推進事業経費
地域おこし協力隊経費　　　等

新

新
拡
拡

出会い

結　婚 新婚世帯支援経費

妊娠・出産

子育て

ハッピーサポート事業経費

ファミリーサポートセンター委託料
幼児教育・保育環境整備事業経費
児童クラブ施設整備事業
（東児童クラブ外２クラブ空調設備整備）
子育て応援通勤費支援経費
赤ちゃんの駅設置管理経費
わくわくハッピー入園・入学祝い金給付経費　等

新
新
新

拡

こうのとり応援事業経費
（旧特定不妊治療費助成経費）
子宝ハッピー祝い金給付経費
すこやかベビー券取扱店委託料
産婦・乳児１か月健康診査委託料　等

新

重点分野事業
：新規事業 ：拡充事業拡

拡

消費税増税（8％）に係る地方消費税交付金の1億9,34４万円は、福祉、保険、医療など社会保障事業費に充てられています。
また、都市計画税の2億9,35２万円は、都市計画道路、下水道事業、公園整備など都市計画事業費に充てられています。（詳しくは市ホームページをご覧ください）

高齢者運転免許自主返納支援経費
地域医療体制確保経費
訪問型家庭教育支援事業経費
放課後こども教室運営委託料　等
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　過去最大規模となる平成２９年度の予算が、第１回市議会定例会において審議され、一般
会計をはじめ、特別会計、企業会計を含めすべての予算が可決されました。
　今月号では、予算概要や主要事業についてお知らせします。

※金額などは、表示単位未満を四捨五入しています。

一般会計 131億4，500万円
（前年度比　2億3，500万円増　１．８％増）

　平成29年度一般会計の予算規模は、131億4,500万円で市政施行後最大となりました。
　歳入では、主に地方交付税3億2,329万円の増や、国庫支出金1億3,457万円の増などがあげられます。
　一方、歳出では、２７年度から継続する市役所新庁舎建設により、災害復旧事業費5億3,422万円の増があげられます。

市の基礎的な行政サービスを
行うための会計。市税や地方交
付税などを主な財源とし、市の
会計の中心となるものです。

特別会計 65億7,430万円（▲2.1％） 特定の事業を行うため、特定の収入・支出をもって行う会計。一般会計
とは経理を別にしており、高萩市では４つの特別会計を設けています。

予 算
総 額

市税
38億9,654万円　29.6%
市民税や固定資産税など

繰入金
7億5,503万円　5.7%
基金の取り崩し

使用料・手数料　3億1,403万円　2.4%
公共施設使用料や証明交付手数料

民生費
42億8,388万円　32.6%
 高齢者、障害者、児童の
  福祉などの費用

公債費　17億1,752万円　13.1%
国や金融機関からの借入金（市債）返済の費用

教育費　10億3,893万円　7.9%
小・中学校、幼稚園の管理や、
生涯学習・文化スポーツ振興などの費用

土木費　12億6,198万円　9.6%
道路・公園の整備費や公営住宅の
維持管理などの費用

総務費　12億5,964万円　9.6%
人件費や情報化推進など市運営全般の費用

衛生費　8億6,980万円　6.6%
健診や予防接種、ごみ処理などの費用

消防費　7億3,737万円　5.6%
消防・救急活動、防災対策などの費用

災害復旧費　11億8,592万円　9.0%
災害に伴う施設復旧などの費用

農林水産業費　3億1,742万円　2.4%
農業林業振興などの費用

商工費　2億4,424万円　1.9%
商工業・観光振興などの費用

議会費　1億7,830万円　1.3%
議会運営のための費用

予備費　5,000万円　0.4%

繰越金　2億円　1.5%
前年度からの繰越金

諸収入　3億1,385万円　2.4%
貸付金の元利収入など

分担金・負担金　7,903万円　0.6%
保育料など

財産収入等　2,393万円　0.2%
市有地貸付金など

地方交付税　33億3,281万円　25.4%
市町村が等しく行政サービスを提供できるよう
一定の基準で国から交付されるもの

国庫支出金　16億1,938万円　12.3%
国からの補助金など

市債　11億8,220万円　9.0%
建設事業などを行うための国や
金融機関からの借入金

県支出金　7億8,300万円　6.0%
県からの補助金など

地方譲与税、交付金　6億4,520万円　4.9%
国が徴収した税金などからの分配金など
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出

36億1,400万円
（前年度比▲５．４％）

保険医療課
☎23-2117

国民健康保険事業特別会計
国民健康保険加入者の
医療保険事業

3億2,400万円
（前年度比3.5％増）

保険医療課
☎23-2117

後期高齢者医療事業特別会計
75歳以上の高齢者などを
対象とする医療保険制度

企業会計 12億6,948万円（1.4％増） 事業の収益によって運営経費を賄う会計。地方公共団体が経営する企
業は地方公営企業とされ、高萩市では２つの企業会計を設けています。

9億364万円
（前年度比▲11.4％）

水道課
☎22-3642

水道事業
一般家庭などに水道水を
供給するための事業

3億6,584万円
（前年度比58.2％増）

水道課
☎22-3642

工業用水道事業
事業所に工業用水を
供給するための事業

26億2,600万円
（前年度比2.0％増）

高齢福祉課
☎22-0080

介護保険事業特別会計
・保険事業勘定
介護必要者が各種サービスを利用
するための保険事業

・介護サービス事業勘定
介護保険事業の予防重視型サービ
スのための事業

1,030万円
（前年度比10.8％増）

環境衛生課
☎23-7031

霊園事業特別会計
・秋山菖蒲霊園事業勘定
秋山菖蒲霊園の造成・管理を
行う会計

・高萩霊園事業勘定
高萩霊園を管理する会計

歳出の性質別内訳

人件費 25億3,039万円（19.2%） 市長、副市長、職員の給料や手当

区　分 金　額（構成比） 主な支出内容

扶助費 24億5,705万円（18.7%） 生活保護費や児童手当等の社会保障費

公債費 17億1,698万円（13.1%） 市債（借金）の元利償還金

投資的経費 18億1,288万円（13.8%） 道路・河川・公共施設の建設事業費

物件費 19億1,023万円（14.5%） 光熱水費、消耗品、備品、委託料

区　分 金　額（構成比） 主な支出内容

補助費等 7億899万円（  5.4%） 個人や団体に対する助成金や負担金

繰出金 15億5,259万円（11.8%） 特別会計に対して支出するお金

その他 4億5,589万円（  3.5%）

安全な街づくり

少子化対策

定住・移住人口の確保

安心な街づくり

活力ある街づくり

&

1 最優先事業

2 優先事業
明るい街並み（防犯灯ＬＥＤ化）推進事業
消防ポンプ自動車購入事業
交通安全施設整備事業
地域コミュニティ活性化事業経費　等

市民球場リニューアル記念事業経費
創業支援事業経費
道の駅構想事業経費
高萩スカウトフィールド支援経費
農産物特産品開発支援経費
山村活性化対策経費　等

新
新
新 新

新
新

三世代同居等世帯・多子世帯住宅
取得支援補助金
高萩創生奨学金返還支援補助金
移住・二地域居住推進事業経費
地域おこし協力隊経費　　　等

新

新
拡
拡

出会い

結　婚 新婚世帯支援経費

妊娠・出産

子育て

ハッピーサポート事業経費

ファミリーサポートセンター委託料
幼児教育・保育環境整備事業経費
児童クラブ施設整備事業
（東児童クラブ外２クラブ空調設備整備）
子育て応援通勤費支援経費
赤ちゃんの駅設置管理経費
わくわくハッピー入園・入学祝い金給付経費　等

新
新
新

拡

こうのとり応援事業経費
（旧特定不妊治療費助成経費）
子宝ハッピー祝い金給付経費
すこやかベビー券取扱店委託料
産婦・乳児１か月健康診査委託料　等

新

重点分野事業
：新規事業 ：拡充事業拡

拡

消費税増税（8％）に係る地方消費税交付金の1億9,34４万円は、福祉、保険、医療など社会保障事業費に充てられています。
また、都市計画税の2億9,35２万円は、都市計画道路、下水道事業、公園整備など都市計画事業費に充てられています。（詳しくは市ホームページをご覧ください）

高齢者運転免許自主返納支援経費
地域医療体制確保経費
訪問型家庭教育支援事業経費
放課後こども教室運営委託料　等
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主 な平成29年度予算の 事 業
－安心を支える－

保健・医療・福祉
65歳以上の人が、自主的に運転免許証を返納した場合にタクシー回数券
を交付（タクシー回数券3万円分）

新 高齢者運転免許自主返納支援経費 213万円

市民税非課税者（一部制限あり）を対象に１人につき1万５千円を給付
新 臨時福祉給付金（経済対策分）給付経費 8,457万円

介護予防・地域支え合い経費 246万円

生涯現役社会推進経費 24万円

放課後児童クラブ運営経費 4,424万円

屈折はしご付消防自動車を更新
新 消防ポンプ自動車購入事業　1億978万円

市立幼稚園・保育所の老朽化に伴う新施設整備に向けた基本構想・基本計
画の策定

新 幼児教育・保育環境整備事業経費 503万円

放課後児童クラブ空調設備の整備（東児童クラブ、高萩児童クラブ、松岡
児童クラブ）

新 児童クラブ施設整備事業 442万円

第３子以降の保育料の無償化対象要件を拡大（同時入所要件を撤廃）
拡 第３子保育料無償化対象世帯の拡充 383万円

民間保育所等の防犯対策強化にかかる整備費の支援
新 防犯対策強化整備事業費補助金 330万円

育児用品の購入助成券（すこやかベビー券）を１人につき１万円分交付
こんにちは赤ちゃん事業経費 310万円

これまでの特定不妊治療等に加え、新たに不育治療にかかる費用助成を
拡充

拡 こうのとり応援事業経費 151万円

在宅当番医制運営委託料、日立地域病院群輪番制負担金、日立地域小児
救急医療拠点病院運営負担金、公的病院等運営費補助金、医師確保支援
補助金

地域医療体制確保経費 6,603万円

わくわくハッピー入園・入学祝い金給付経費 285万円

新 屋内プール使用料 3万円

－たくましさを育む－

教育・文化
拡 教育指導主事設置費負担金 2,790万円

拡 小・中学校生徒指導支援事業経費 2,093万円

新 屋内プール使用料 30万円

新 長久保赤水生誕300年記念事業補助金 60万円

中学生資格検定補助事業補助金 228万円

高萩スカウトフィールド
支援経費　5,000万円

訪問型家庭教育支援事業経費 200万円

英語力の向上に向け、イングリッシュ・キャンプ（福島県）に中学生および
小学校教員を派遣する。

新 イングリッシュ・キャンプ派遣事業経費 121万円

－元気を引き出す－

経済・産業

高萩まつり開催委託料 591万円

高萩海水浴場運営委託料 666万円

ＪＢＶビーチバレーボール大会誘致経費 40万円

高萩市産業祭実行
委員会補助金　
　　　　300万円

水田農業対策経費 1,569万円

都市農村交流事業経費 70万円

農産物特産品開発支援経費 499万円

山村活性化対策経費 1,000万円

住宅リフォーム補助金 210万円

道の駅基本計画策定経費
新 道の駅構想事業経費 1,343万円

農業振興地域整備計画の策定経費（H29・30）など
農業振興事務経費 837万円

新 小滝沢キャンプ場トイレ整備事業 4,523万円

古民家レストラン開設経費
拡 穂積家住宅活用経費 519万円

市内で創業する人に対し、関係機関と連携して支援（30万円／件、一部条
件により50万円／件）

新 創業支援事業経費 245万円

－快適を見守る－

生活環境

新 小型消防ポンプ購入事業 189万円

消防業務の充実を図るための免許取得にかかる経費

新 大型自動車免許・特殊小型船舶操縦士
免許取得負担金

94万円

災害対策経費 1,495万円

自主防災組織育成経費 47万円

防災訓練経費 70万円

放射性物質汚染対処経費 149万円

自治会等による防犯灯ＬＥＤ化に対する補助。コミュニティ活動実施するこ
とで追加補助あり。（補助率3／4、追加補助1／4）

新 明るい街並み（防犯灯ＬＥＤ化）推進事業 1,188万円

－便利さを生み出す－

社会基盤
新 本庁舎竣工記念事業 200万円

道路トンネル点検業務と修繕計画策定（若栗地内）
市道維持補修事業 480万円

新庁舎建設、備品購入、各
種設備移設、仮設庁舎解体
等にかかる経費

本庁舎災害復旧・本
庁舎各種設備移設等
事業
　 11億6,332万円

市道205号線道路改良（島名地内）、市道104号線道路舗装（中戸川地内）
市道舗装改良事業 8,200万円

新 都市計画基礎調査委託料 437万円

新 都市計画道路3･4･1号安良川下手綱線
路線測量・地質調査解析・詳細設計委託料

3,930万円

－底力を高める－

地域経営
アイラブ高萩・まちづくり推進経費 229万円

大学協定事業経費（地域連携分） 120万円

地域コミュニティ活性化事業経費 213万円

地域資源の発掘・発信や
定住・移住の促進などの
地域活動をサポートす
る「コンシェルジュ」を協
力隊として新たに委嘱

拡 地域おこし協力隊
経費　2,041万円

移住・定住や二地域居住を検討している人への「お試し住宅」や「空き屋
情報」などを提供。物件紹介サポートバンクも構築

拡 移住・二地域居住推進事業経費 295万円

大学進学等で転出した人が、就職等により本市にＵターンした場合に、奨
学金の返還を支援（20万円／年）

新 高萩創生奨学金返還支援補助金 200万円

市道217号線（島名地内）・市道224号線（本町地内）路面表示整備、市道
203号線（高戸地内）歩道整備ほか

交通安全施設整備事業 4,763万円

コミュニティＦＭ放送局支援経費 48万円

新：新規事業
：拡充事業拡

妊婦・乳幼児健康診査経費 2,466万円

ハッピーサポート事業経費 130万円

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定経費 341万円

医療福祉（市単独分）給付経費 1,224万円

子宝ハッピー祝い金給付経費 300万円

つどいの広場運営経費 459万円

地域少子化対策強化経費 180万円

赤ちゃんの駅設置管理経費 3万円

新婚世帯支援経費 2,068万円

新健康たかはぎ２１策定経費 468万円新

予防接種に係る費用の一部助成（１～１２才を対象とした２回目のインフル
エンザ予防接種の助成を増額）

拡 個別予防接種経費 5,930万円

障害者自立支援経費 4億9,696万円

第３子以降の市立幼稚園授業料を完全無償化（年齢要件を撤廃）
拡 幼稚園管理運営経費（軽減額） 94万円

三世代交流事業の実施や放課後子ども教室の運営など（放課後子ども
教室を東小学校に新設）

拡 いきいき萩っ子育成経費 54万円

非常放送設備整備工事
新 高浜スポーツ広場施設整備事業 240万円

非常放送設備整備工事とトイレ洋式化など
新 市民体育館施設整備事業 645万円

記念試合、記念野球教室の開催など
新 市民球場リニューアル記念事業経費 100万円

三世代同居世帯や近居世帯、多子世帯を対象に、住宅取得経費の一部を
支援（基礎交付額30万円／世帯。※加算要件により50万円限度）

三世代同居等世帯・多子世帯住宅取得
支援補助金

420万円新

後期高齢者の人間ドック・脳ドック費用の一部を助成。
（補助対象人数の拡充）

後期高齢者生活習慣病予防健診費補助金 200万円拡

小学３年生までの子をもつ父母が遠方通勤している場合に、特急利用料
金など通勤時間短縮にかかる費用を助成（支援対象要件の拡充）

子育て応援通勤費支援経費 83万円拡

核家族化や共働き世帯増加による保育ニーズの多様化に対応するため、
地域での子育て相互援助支援体制を整備

ファミリーサポートセンター委託料 220万円新
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主 な平成29年度予算の 事 業
－安心を支える－

保健・医療・福祉
65歳以上の人が、自主的に運転免許証を返納した場合にタクシー回数券
を交付（タクシー回数券3万円分）

新 高齢者運転免許自主返納支援経費 213万円

市民税非課税者（一部制限あり）を対象に１人につき1万５千円を給付
新 臨時福祉給付金（経済対策分）給付経費 8,457万円

介護予防・地域支え合い経費 246万円

生涯現役社会推進経費 24万円

放課後児童クラブ運営経費 4,424万円

屈折はしご付消防自動車を更新
新 消防ポンプ自動車購入事業　1億978万円

市立幼稚園・保育所の老朽化に伴う新施設整備に向けた基本構想・基本計
画の策定

新 幼児教育・保育環境整備事業経費 503万円

放課後児童クラブ空調設備の整備（東児童クラブ、高萩児童クラブ、松岡
児童クラブ）

新 児童クラブ施設整備事業 442万円

第３子以降の保育料の無償化対象要件を拡大（同時入所要件を撤廃）
拡 第３子保育料無償化対象世帯の拡充 383万円

民間保育所等の防犯対策強化にかかる整備費の支援
新 防犯対策強化整備事業費補助金 330万円

育児用品の購入助成券（すこやかベビー券）を１人につき１万円分交付
こんにちは赤ちゃん事業経費 310万円

これまでの特定不妊治療等に加え、新たに不育治療にかかる費用助成を
拡充

拡 こうのとり応援事業経費 151万円

在宅当番医制運営委託料、日立地域病院群輪番制負担金、日立地域小児
救急医療拠点病院運営負担金、公的病院等運営費補助金、医師確保支援
補助金

地域医療体制確保経費 6,603万円

わくわくハッピー入園・入学祝い金給付経費 285万円

新 屋内プール使用料 3万円

－たくましさを育む－

教育・文化
拡 教育指導主事設置費負担金 2,790万円

拡 小・中学校生徒指導支援事業経費 2,093万円

新 屋内プール使用料 30万円

新 長久保赤水生誕300年記念事業補助金 60万円

中学生資格検定補助事業補助金 228万円

高萩スカウトフィールド
支援経費　5,000万円

訪問型家庭教育支援事業経費 200万円

英語力の向上に向け、イングリッシュ・キャンプ（福島県）に中学生および
小学校教員を派遣する。

新 イングリッシュ・キャンプ派遣事業経費 121万円

－元気を引き出す－

経済・産業

高萩まつり開催委託料 591万円

高萩海水浴場運営委託料 666万円

ＪＢＶビーチバレーボール大会誘致経費 40万円

高萩市産業祭実行
委員会補助金　
　　　　300万円

水田農業対策経費 1,569万円

都市農村交流事業経費 70万円

農産物特産品開発支援経費 499万円

山村活性化対策経費 1,000万円

住宅リフォーム補助金 210万円

道の駅基本計画策定経費
新 道の駅構想事業経費 1,343万円

農業振興地域整備計画の策定経費（H29・30）など
農業振興事務経費 837万円

新 小滝沢キャンプ場トイレ整備事業 4,523万円

古民家レストラン開設経費
拡 穂積家住宅活用経費 519万円

市内で創業する人に対し、関係機関と連携して支援（30万円／件、一部条
件により50万円／件）

新 創業支援事業経費 245万円

－快適を見守る－

生活環境

新 小型消防ポンプ購入事業 189万円

消防業務の充実を図るための免許取得にかかる経費

新 大型自動車免許・特殊小型船舶操縦士
免許取得負担金

94万円

災害対策経費 1,495万円

自主防災組織育成経費 47万円

防災訓練経費 70万円

放射性物質汚染対処経費 149万円

自治会等による防犯灯ＬＥＤ化に対する補助。コミュニティ活動実施するこ
とで追加補助あり。（補助率3／4、追加補助1／4）

新 明るい街並み（防犯灯ＬＥＤ化）推進事業 1,188万円

－便利さを生み出す－

社会基盤
新 本庁舎竣工記念事業 200万円

道路トンネル点検業務と修繕計画策定（若栗地内）
市道維持補修事業 480万円

新庁舎建設、備品購入、各
種設備移設、仮設庁舎解体
等にかかる経費

本庁舎災害復旧・本
庁舎各種設備移設等
事業
　 11億6,332万円

市道205号線道路改良（島名地内）、市道104号線道路舗装（中戸川地内）
市道舗装改良事業 8,200万円

新 都市計画基礎調査委託料 437万円

新 都市計画道路3･4･1号安良川下手綱線
路線測量・地質調査解析・詳細設計委託料

3,930万円

－底力を高める－

地域経営
アイラブ高萩・まちづくり推進経費 229万円

大学協定事業経費（地域連携分） 120万円

地域コミュニティ活性化事業経費 213万円

地域資源の発掘・発信や
定住・移住の促進などの
地域活動をサポートす
る「コンシェルジュ」を協
力隊として新たに委嘱

拡 地域おこし協力隊
経費　2,041万円

移住・定住や二地域居住を検討している人への「お試し住宅」や「空き屋
情報」などを提供。物件紹介サポートバンクも構築

拡 移住・二地域居住推進事業経費 295万円

大学進学等で転出した人が、就職等により本市にＵターンした場合に、奨
学金の返還を支援（20万円／年）

新 高萩創生奨学金返還支援補助金 200万円

市道217号線（島名地内）・市道224号線（本町地内）路面表示整備、市道
203号線（高戸地内）歩道整備ほか

交通安全施設整備事業 4,763万円

コミュニティＦＭ放送局支援経費 48万円

新：新規事業
：拡充事業拡

妊婦・乳幼児健康診査経費 2,466万円

ハッピーサポート事業経費 130万円

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定経費 341万円

医療福祉（市単独分）給付経費 1,224万円

子宝ハッピー祝い金給付経費 300万円

つどいの広場運営経費 459万円

地域少子化対策強化経費 180万円

赤ちゃんの駅設置管理経費 3万円

新婚世帯支援経費 2,068万円

新健康たかはぎ２１策定経費 468万円新

予防接種に係る費用の一部助成（１～１２才を対象とした２回目のインフル
エンザ予防接種の助成を増額）

拡 個別予防接種経費 5,930万円

障害者自立支援経費 4億9,696万円

第３子以降の市立幼稚園授業料を完全無償化（年齢要件を撤廃）
拡 幼稚園管理運営経費（軽減額） 94万円

三世代交流事業の実施や放課後子ども教室の運営など（放課後子ども
教室を東小学校に新設）

拡 いきいき萩っ子育成経費 54万円

非常放送設備整備工事
新 高浜スポーツ広場施設整備事業 240万円

非常放送設備整備工事とトイレ洋式化など
新 市民体育館施設整備事業 645万円

記念試合、記念野球教室の開催など
新 市民球場リニューアル記念事業経費 100万円

三世代同居世帯や近居世帯、多子世帯を対象に、住宅取得経費の一部を
支援（基礎交付額30万円／世帯。※加算要件により50万円限度）

三世代同居等世帯・多子世帯住宅取得
支援補助金

420万円新

後期高齢者の人間ドック・脳ドック費用の一部を助成。
（補助対象人数の拡充）

後期高齢者生活習慣病予防健診費補助金 200万円拡

小学３年生までの子をもつ父母が遠方通勤している場合に、特急利用料
金など通勤時間短縮にかかる費用を助成（支援対象要件の拡充）

子育て応援通勤費支援経費 83万円拡

核家族化や共働き世帯増加による保育ニーズの多様化に対応するため、
地域での子育て相互援助支援体制を整備

ファミリーサポートセンター委託料 220万円新
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